SURGICAL REPORT

Patient's name: 

Diagnosis for surgery: 右手根管症候群

Surgical procedure: 手根管開放術
Date: 

Surgeon:

Supervisor:
Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 局所麻酔下（E入りキシロカイン5cc）
Duration of surgery: 

Blood loss:


Blood transfusion: 

Transfusion:   ml

Amount of urination: 


Surgical finding and process:

　E入りキシロカイン5ccにて局所麻酔下に患者を仰臥位として手術を開始した。PL尺側から遠位掌側手関節皮線直前まで約15mmの皮切を加えた。皮下の脂肪組織を鈍的に展開して横手根靱帯を展開した。手根管入口部から下にelevatriumを挿入した。elevatrium上で尖刃を用いて横手根靱帯を注意深く切離した。motor branchを損傷しないように靱帯の尺側縁を手根管出口部まで切離した。elevatriumを近位・遠位に挿入して手根管が開放されていることを確認した。生食500mlで創部を充分に洗浄した。皮膚を4-0 ナイロンで縫合して手術を終了した。
